
「土砂災害」に関する学習支援
【砂防・災害対策課による支援内容】

①土砂災害に関する教材の提供
・映像資料（DVD等）の無料貸し出し
・砂防副読本等提供

②出前授業
・県職員が学校に出向き、土砂災害の

現象や防止施設の役割等について説明
・土砂災害模型実験、現場見学会

③先生方を対象とした説明会（研修会）

その他、先生方のご希望に合わせて対応
させていただきます。

※詳細については別紙をご覧ください。

＜問い合わせ先＞
山形県 県土整備部 砂防・災害対策課

砂防企画担当
TEL：023-630-2225
FAX：023-625-3866

学習指導要領に
沿った教科書による授業開始

山形県 県土整備部 砂防・災害対策課

学習指導要領に合わせた「土砂災害」に関する学習支援

学習指導要領内に自然災害についての記載が多くあります。

＜小学校学習指導要領（平成29年告示）より抜粋＞
・・・第２節 社会・・・
〔第４学年〕
内 容 自然災害から人々を守る活動について、学習の問題を追及・解決する活動を通して、次の事項を

身に付ける事ができるよう指導する。
地域の関係機関や人々は、自然災害に対し、様々な協力をして対処してきたことや、今後想定
される災害に対し、様々な備えをしていることを理解すること。
過去に発生した地域の自然災害、関係機関の協力などに着目して、災害から人々を守る活動を捉え、
その働きを考え、表現すること。

内容の取扱い 地震災害、津波災害、風水害、火山災害、雪害などの中から、過去に県内で発生したものを
選択して取り上げること。

〔第５学年〕
内 容 自然災害は国土の自然条件などと関連して発生していることや、自然災害から国土を保全し国民

生活を守るために国や県などが様々な対策や事業を進めていることを理解すること。
災害の種類や発生の位置や時期、防災対策などに着目して、国土の自然災害の状況を捉え、自然
条件との関連を考え、表現すること。

内容の取扱い 地震災害、津波災害、風水害、火山災害、雪害などを取り上げること。

・・・第４節 理科・・・
〔第５学年〕
内容の取扱い 台風の進路による天気の変化や台風と降雨との関係及びそれに伴う自然災害についても触れ

ること。
〔全学年〕
指導計画の作成と内容の取扱い 天気、川、土地などの指導に当たっては、災害に関する基礎的な理解が

図られるようにすること。
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「土砂災害」の特徴

土砂災害は、局所的・突発的に被害が発生し、土砂が高速で移動する
ため家屋の破壊が生じ、人的被害が発生しやすい特徴があります。

また、避難行動に関しては、目視による確認が困難であるため危険性を
認識しにくく、精度の高い発生予測が困難であるという特徴があります。

そのため、自然災害による死者・行方不明者のうち、土砂災害の占める
割合は４割を超えており、自然災害の中で最も多くなっています。

「土砂災害」とは

土砂災害は、主に「土石流」「地すべり」「がけ崩れ」の３つの現象が発生して起こる災害です。日本は平地が
少なく脆弱な土質であること、梅雨や台風時の大雨が多いことなどから土砂災害が発生しやすい環境にあります。

土砂災害
41%その他の

自然災害
59%

S42年～H25年の平均（国交省調べ）

【土石流】
山の斜面などが崩れ、土砂が雨水や
川の水と一緒になって流れでる現象

土砂災害警戒区域及び災害発生件数

土砂災害警戒区域は、全国に70万箇所以上存
在し、山形県においては34市町村（三川町を除
く）に5,222箇所存在します。

また、土砂災害は毎年全国各地で発生してお
り、山形県においても年間平均約20件発生して
います。

【地すべり】
斜面の一部または全部が、
ゆっくり下方に移動する現象

【がけ崩れ】
急な斜面（がけ）が雨水や地震
などで、急に崩れ落ちる現象

自然災害による死者・行方不明者の割合

令和６年７月発生
酒田市北青沢（土石流）

令和６年７月発生
大蔵村南山（地すべり）

令和６年７月発生
鮭川村川口（がけ崩れ）

「土砂災害」防止の取組み
山形県では、土砂災害から県民の生命・財産を守るため、ハード・ソフトの両面から総合的な土砂災害対策の

取組みを実施しています。

砂防堰堤 擁 壁

＜ハード対策の取組み＞
土石流を防止する「砂防堰堤」やがけ崩れを防止
する「擁壁」などの砂防設備を設置しています。

＜ソフト対策の取組み＞
土砂災害警戒区域の周知、ハザードマップ作成支援、防災情報
の提供など警戒避難体制の整備を図っています。
また、学習支援をはじめ、土砂災害に関する各種の啓発活動も
実施しています。

土砂災害ハザードマップ
ホームページによる防災情報提供
（山形県土砂災害警戒システム）

参考：「土砂災害」について

※土砂災害は身近なところに潜んでいます！※

土砂災害警戒区域（R07.03月末）

合計がけ崩れ地すべり土石流

5,222 2,265 757 2,200 山形県

702,270 466,014 16,388 219,868 全 国

土砂災害発生件数

R06R05R04R03R02

4916340山形県

1,433 1,471 795 972 1,319 全 国



動画は、県から無償で
貸し出しを行っていま
す。
授業中に放映するなど
ご活用ください。

＜別紙＞

「土砂災害」に関する学習支援内容

動画の内容は、実際に発生
した土砂災害の映像やがけ
崩れの仕組みなどをわかり
やすく解説した内容となっ
ています。

時間：10～15分

動画学習

教材学習

副読本やオリジナル教材な
どを用いて、土砂災害とは
どのような現象か、また、
どのようにして土砂災害を
防止しているかなどを学習
してもらいます。

時間：10～20分

土砂災害（土石流、がけ崩
れ、地すべり）の模型を操
作してもらい、土砂災害の
現象と土砂災害対策施設の
役割を学習してもらいます。

時間：５分×３種類

模型学習

避難訓練

土砂災害警戒区域や学校の
構造等から、どこに逃げれ
ば良いか計画を立て、訓練
を実施します。

時間：10～20分

【出前授業】

県担当者が学校や現場
に伺い、説明させてい
ただきます。
授業や夏休みなどに１
～２時間で学習します。

※先生方のご希望に合
わせて対応させていた
だきます。

副読本は、県から無償
で提供いたします。
（ただし、数に限りが
あります。）
教科書等の補足資料と
してご活用ください。

＜裏面参照＞
出前授業の実施状況

（山形市立滝山小学校）

【学習支援をご希望される先生方へ】

こんなときでも、気軽にお問い合わせください。

◎今年度は学校行事も授業計画も決まっている（終わった）ので実施は難しい…
→次年度の学校行事や授業計画を立案される時期（３学期）に、ご希望の学習

内容や実施時期等についてご相談ください。

◎授業の準備など負担とならないか…
→出来る限り学校や先生方の負担とならいないよう、時間調整や準備など対応

させていただきます。

＜問い合わせ先＞
山形県 県土整備部
砂防・災害対策課 砂防企画担当
TEL：023-630-2225
FAX：023-625-3866

土砂災害の概要（土石流・地すべり・がけ崩れ）

ハード・ソフト対策



◎動画学習：10分
過去に発生した土砂災害や避難の大切さに

ついて、動画で学習を行いました。

◎模型学習：５分×３種類＝15分
土石流、がけ崩れ、地すべりの模型を使用

し、発生メカニズムや対策施設の役割を学習
しました。

◎教材学習：15分
学校に合わせたオリジナル教材などを用い

て、土砂災害とはどのような現象か、どのよ
うにして土砂災害を防止しているかなどを学
習しました。

◎避難訓練：20分
土石流が発生のおそれが高まった想定で、避
難訓練（引渡し訓練）を実施しました。

◎対策施設見学
砂防堰堤や擁壁などの対策施設を見学し、

施設の役割などを学習しました。

※児童からの感想※
・家族とハザードマップを確認して避難場所
を決めておきたい。
・土砂災害がおこりやすい地区だから出前授
業の内容を忘れないようにしたい。

令和７年４月22日現在

出前授業の実施状況（山形市立滝山小学校）

令和５年12月６日（水）、山形市立滝山小学校の全校児童648人及び保護者を対象とした、土砂災害に関する出前
授業を開催しました。滝山小学校は土石流の土砂災害警戒区域「岩波沢２」内に校舎が掛かっており、土砂災害から
の避難訓練（引渡し訓練）も併せて実施しました。出前授業では、県職員が講師を務め、土砂災害の危険性や対策施
設の役割について説明しました。

また、令和６年10月25日（金）には、２年生児童98名を対象として、校外学習において砂防対策施設の説明を行
いました。

模型学習の様子

動画学習の様子

参考：土砂災害のおそれのある区域内に立地する小・中学校

教材学習の様子

避難訓練の様子

対策施設見学の様子 対策施設見学の様子


